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平成26年度の“村政運営”の基本方針
住民目線を意識し、村民福祉の向上につながる村政運営を！



平成26年度の“村政運営”の基本方針

住民目線を意識し、村民福祉の向上につながる
ような村政運営をしていきます
　国や県の動向を見ると、経済政策に重点が置かれていますが、そのような
動きに注意を払いつつも、まず第一に村民福祉の向上を目指します。

新年度がスタート！ 

村政運営の３つの基本方針

「東海村第５次総合計画」とは…
　「東海村第５次総合計画」は平成23年度から平成32年度までを計画期間とし、「基
本構想」には村の基本理念や基本目標、その実現に向けた推進方策を定め、平成
27年度までの「前期基本計画」には、より具体的に分野ごとの将来像や取り組むべ
き政策･施策を定め、村政運営の基盤としています。
※計画の詳細は村ホームページに掲載しているほか、企画経営課（役場行政棟３

階）でもご覧になれます。

　進行管理をしっかりと行い、外部評価も取り入れながら、計画を効果的に推進していきます。

基本は「東海村第５次総合計画」の推進です１

⑤ＴＯＫＡＩ原子力サイエンスタウン構想の推進　　　地域に根差す原子力と科学技術のまちを目指します。

「持続可能なまちづくり」の実現のために５つの施策を重点的に取り組んでまいります。

①真に豊かなまちづくりの実現 　　　自然環境と都市環境が調和したまちづくりを進めていきます。

②地域の担い手となる人づくりの推進　　　地域で活躍できる人材を育成していきます。

③地域経済の活性化　　　地場産業を地域に根付かせ、地域経済の循環を生み出します。

④協働のまちづくりの推進　　　皆が共通の理解を持ってまちづくりを推進できるようにします。

　今まで以上に多くの村民の皆さんに村政へ参画していただき、皆で理念を共有しながら、
新しい施策に取り組んでいきたいと思います。

「持続可能なまちづくり」を推進します２

改革の主な内容は…
　まず役場職員一人ひとりの意識改革を行い、組織全体の機能を強化し、その
上で、健全で安定した財政基盤の構築を図ることとし、「業務効率の向上」と「事
務事業の重点化」を推進します。

　時代の変化や村民ニーズに対応し、将来にわたり質の高い行政サービスを維持･展開して
いくために、平成26年度から平成28年度に「第４次東海村行財政改革大綱」に基づく、行財
政改革を行います。

新たな「行財政改革」を推進していきます３

2 ●



①真に豊かなまちづくりの実現のために

土地利用の“ルールづくり”
　現在、農地が宅地に転用されるなど、村の定
めた都市計画とは異なる形で都市化が進んでい
ます。このことから、農業振興や環境保全にも
配慮した上で、効果的な都市整備ができるよう
な“土地利用のルール”を作っていきます。

②地域の担い手となる人づくりの推進のために

会議や協議等での“サポーター”役を育成
　地域での会議や協議の場では、さまざまな立
場の人が合意、相互理解して課題を解決する必
要があります。それらの会議を中立的立場で、
客観的にサポートできる専門家「ファシリテー
ター」を育成します。

商工会活動への支援
　商工会の活動拠点となる商工会館の建設の支
援や、商工活動における経営改善や後継者育成
等に対するソフト面での支援を強化します。

③地域経済の活性化のために

「協働の指針」の完成を目指します
　協働の手引書ともいえる「協働の指針」をまと
めます。

④協働のまちづくりの推進のために

子どもたちの科学への興味を育てます
　人材育成の一つとして、将来を担う子どもたちが最先端の科学
等に触れる機会を増やし、科学に対する興味を育てます。
地域公共交通のあり方を調査します
　公共交通について、日常生活や観光等、さまざまな観点からニー
ズ調査をし、実証実験を実施していきます。
社会科学研究者を支援します
　原子力と地域について研究を進める若者等への支援を強化します。

⑤ＴＯＫＡＩ原子力サイエンスタウン構想の推進のために

平成26年度に取り組む「持続可能なまちづくり」

　地域の課題や問題を、地域自ら解決することが
重要となっていく今後のために、“人材”を育
成します。

解説

「東海村の新しい『顔』づくりプロジェクト」とは…
　村の特産品「サツマイモ」を使った商品を開発
するプロジェクトで、国の支援のもと、アドバ
イザーの派遣等を受け、開発やコンセプトづく
りに取り組んでいます。平成25年度から始め
た事業で、現在は試作品が完成し、その
改良に取り組んでいます。

ワンポイント

「ＴＯＫＡＩ原子力サイエンスタウ
ン構想」とは…
　原子力サイエンスと地域社会が
調和した、国際的でオープンなま
ちを目指す構想です。原子力開発
から最先端科学に及ぶ幅広い原子
力の拠点として世界へ貢献する「21
世紀型の新たな“ＣＯＥ”（Center Of 
Excellence）」となることを目指すとと
もに、併せて原子力と地域社会が
調和したまちづくりを推進します。

村の情報の“共有化”を強化します
　村の情報を村民の皆さんと共有できるよう、情
報ソーシャルネットワーキングサービスを活用し
た情報媒体の拡充強化を図るとともに、公共施
設のインターネット接続ポイントを増やします。

地域の特色づくりを推進します
　村内の農産物利用や消費を拡大し、農産物を
ＰＲするために、村の特産物を開発（「東海村の
新しい『顔』づくりプロジェクト」）していきます。

　村民の皆さんと共に取り組
んでいきたい「持続可能なま
ちづくり」――今年度の具体
的な取り組み目標は…？

ワンポイント

　都市計画は、村全体の機能性や利便性などを考え
て作られたものです。今年度は、課題を踏まえた
上で村民の意思を反映したルール作りをします。

解説

「協働」…ってどういう意味？
　協働は「まちづくりのために村民と村とが情
報を共有し、それぞれの役割を担いながら対等
な立場で協力し、共に考え行動すること」（東海
村自治基本条例）と定められています。簡単に
いうと…みんながさまざまな形でまちづ
くりに参加しよう！ということです。

ワンポイント
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新しい「組織機構図」
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局

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会

総
務
課
内

固
定
資
産
評
価
委
員
会

税
務
課
内

行政課題や村民のニーズにスピード感を持って対応できる組織に
～徹底したスクラップ･アンド･ビルドで「６部22課５室52担当」に編成～

ポ
イ
ン
ト
③「
建
設
農
政
部
」

　

土
地
利
用
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て
、
都
市
的
環
境
整
備

と
農
的
環
境
整
備
を
一
体
的
に

推
進
す
る
た
め
、
都
市
政
策
分

野
と
農
業
政
策
分
野
を
統
合
し

ま
し
た
。

農
業
政
策
課
▼
農
業
者
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
真
に

必
要
と
さ
れ
る
農
業
政
策
を

推
進
し
ま
す
。

　組織機構の見直しに伴い、窓口の場所
等に変更が生じる課室があります。来庁の
際は、庁舎玄関やエレベーター前の配置図
をご覧いただくほか、不明な点については、
総合案内（役場行政棟１階）または役場職員
にお気軽にお尋ねください。
■問い合わせ　人事課人事･行革担当
（☎282-1711 内線1321）

【
防
災
原
子
力
安
全
課
】

▼
消
防
防
災･

原
子
力
安
全
担
当

　
「
原
子
力
所
在
地
域
首
長
懇

談
会
業
務
」を
防
災･

原
子
力

安
全
課
に
移
管

【
社
会
福
祉
課
】

▼
臨
時
給
付
金
担
当

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
実
施
さ
れ
る
給
付
措
置
に

対
応
す
る
た
め
に
設
置

【
農
業
政
策
課
】

▼
農
業
振
興･

農
地
保
全
担
当

　

農
業
振
興
担
当
と
農
地
保
全

担
当
を
統
合

【
み
ち
づ
く
り
課
】

▼
管
理
担
当

「
交
通
安
全
施
設
業
務
」を
み

ち
づ
く
り
課
に
移
管

【
生
涯
学
習
課
】

▼
図
書
館
担
当

図
書
館
を
生
涯
学
習
課
に
編
入
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【３つのお財布（会計）の詳しい数値はこちら】　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 千円）
会 計 名 平成26年度 平成25年度 増減率
一般会計 22,435,000 17,623,000 27.3％
特別会計 8,932,146 8,243,744 8.4％

国民健康保険事業会計 3,344,517 3,379,530 △1.0％
後期高齢者医療会計 327,156 300,565 8.8％
介護保険
事業会計

保険事業勘定 2,509,581 2,226,561 12.7％
介護サービス事業勘定 9,360 8,124 15.2％

東海駅西土地区画整理事業会計 130,934 94,755 38.2％
東海駅東土地区画整理事業会計 87,180 73,494 18.6％
東海駅西第二土地区画整理事業会計 93,953 121,878 △22.9％
東海中央土地区画整理事業会計 866,608 519,185 66.9％
公共下水道事業会計 1,562,256 1,519,052 2.8％
那珂地方公平委員会会計 601 600 0.2％

企業会計 3,146,988 4,072,496 △22.7％
水道事業会計 1,229,889 2,032,331 △39.5％
病院事業会計 1,917,099 2,040,165 △6.0％

合　　計 34,514,134 29,939,240 15.3％

どう使うの？ 東海村のお金
平成26年度

予算

●平成26年度の一般会計予算は224億円（前年度比27.3％増）

一般会計 224億円 企業会計 31億円特別会計 89億円

福祉や道路整備等、村
が行う基本的な仕事の
お金をまとめた会計

国民健康保険や介護保
険等、一般会計と区別
が必要な会計

水道や病院等、利用料
金等による収入で運営
している会計

村には３つの財布（会計）があるんじゃよ。
中でも一般会計は、みんなが納めた税金で、村の福祉や保健衛生、
環境保全、道路建設、消防･防災、教育･文化振興等に関する住民
サービスを行うための中心的な会計なんじゃ。

金額は前年度より48億円
の増（27.3％増）で、過去
最大規模となりました。
内訳は次ページのグラフ
のとおりです。

中央土地区画整理事業費
の増等により、前年度比
で７億円の増（8.4％増）と
なりました。

浄水場更新工事の終了等
により、前年度比で９億
円の減（22.7％減）となり
ました。

村の財政に
詳しい
キンジさん

　村の１年間のお金の使い方をまとめた「平成26年度予算」が決まりました。村のお
金は、私たちの生活のためにどのように使われるのか、その概要をお知らせします。
なお、詳細は村公式ホームページでご覧いただけます。

【問い合わせ】企画経営課財政経営担当（☎282-1711 内線1335）
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平成26年度予算

●平成26年度一般会計の内訳 前年度と比べると…

村税
129億円

地 方 譲 与
税、交付金
等 ７億円

県支出金
７億円

繰入金
45億円

その他
12億円

総務費
26億円

民生費
56億円

農林水産業費
４億円

商工費
２億円

土木費
42億円

消防費
６億円

教育費
55億円

その他
２億円

村税　＋23億円
村民税や固定資産税の
増等により＋21.4％

衛生費
21億円

民生費　＋11億円
幼保連携施設の整備費
の増等により＋25.5％

土木費　＋11億円
宅地の崩落対策や公園の整
備費の増等により＋34.5％

教育費　＋25億円
東海中学校や中丸小学校の建
設費の増等により＋84.0％

公債費
８億円

歳入

総務費　＋２億円
電源立地地域整備基金積
立金の増等により＋8.4％

総額
224億円

国庫支出金
24億円

地方譲与税、交付金等　＋１億円
消費税率の引き上げに伴う地方消費
税交付金の増等により＋17.7％

議会費
２億円

繰入金　＋26億円
学校建設等にかかる基金を
繰り入れたため＋131.8％

●一般会計の３年間の推移

平成26年度

平成25年度

平成24年度

平成26年度

平成25年度

平成24年度

０ 50 100 150 200 250

０ 50 100 150 200 250

歳入

歳出

村税 繰入金 国庫
支出金

県支出金

地方譲与税、
交付金等

人件費 扶助費 普通建設事業費 物件費 補助費等 繰出金 その他

家計簿でいえば…
これじゃな

村債

ローン

歳出

総額
224億円

（億円）

（億円）

今年は、幼保連携施設や
学校の建設等にかかる
費用が増えているのぉ。

食費 公債費
医療費、
学費

ローン
返済

自宅の
増改築

光熱水費、日
用品の購入

自治会費、友
人への支援

子どもへ
の仕送り

その他お給料
貯金からの
引き出し

親からの
仕送り

お給料の一部
や雑収入等

学校建設等のため
に積み立てた貯金

（基金）を引き出し
たため増。

貯金や自宅
の修繕等

※総額に合わせるため、グラフ中の数値を一部調整している項目があります。
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今年度新しくスタートする
事業（以下「新」）や重点的に
取り組む事業（以下「重」）に
ついて紹介するぞぃ。

一般会計予算の主な使い道

村のお金はどんなことに使われるの？

　「東海村第５次総合計画」の後期基本計画（平
成28年度～平成32年度）を策定します。

　基幹避難所を中心とする各施設（今年度は各
コミュニティセンター）に、インターネット接
続ポイント（Wi-Fi）を設置。災害時の通信手段
として活用するとともに、平常時にも無料開放
し、利便性の向上を図ります。

　村民と行政等との「協働のまちづくり」を円滑
に推進し、その活性化を図るため、双方に核と
なるキーマン（ファシリテーター）を育成します。

「村民の叡智が生きるまちづ
くり」を推進するために（新）

コミュニティセンターでWi-Fiが
使えるようになります（新）

「協働のまちづくり」に向けて
キーマンを育成（新）

　在宅医療･介護について、地域の医療関係者
や介護従事者等、さまざまな職種の方々が協働
で支援する体制をつくります。

　村が知的障がい者を雇
用し、最終的に民間企業へ
の雇用につなげることで、
障がい者と共に“当たり前
に働く”社会を目指します。

　村松保育所と宿幼稚園を、小学校就学前の子
どもの保育･教育や、その保護者に対する子育
て支援を一体的･総合
的に提供する幼保連
携施設（定員140人）と
して整備し、平成27
年１月からの供用開
始を目指します。

在宅医療や介護の
切れ目ない仕組みづくり（新）

知的障がい者雇用の
モデルケースに（重）

村松保育所と宿幼稚園を
幼保連携施設として整備（重）

行政運営･住民自治福祉･健康

教育

1,072万円

420万円

238万円

76万円

953万円

8億5,907万円

18億5,307万円

　災害時に自力で避難することが難しい要援護
者（高齢者･障がい者等）の情報を地域の支援者
と共有し、共助による支援体制をつくります。

災害時に地域で要援護者を
支える体制づくり（重）

　東日本大震災により崩落した南台団地や緑
ケ丘団地の被災箇所に対し、再度の災害防止
のための対策工事を実施します。

地震による宅地の崩落を
防ぐための対策工事（重）

防犯･防災

137万円

12億8,740万円

中丸小
学校の改築（重）

東海中
学校の改築（重）

文教施設の機能複合化や更新、新設等を計画的
に進めます。今年度は、中央公民館に代わる会
議室棟を東海文化センター側に整備します。

中央公民館等の
文教施設を再整備します（新）

18億5,307万円 16億4,723万円

6,974万円

　平成28年３月の供
用開始を目指し、今
年度は新校舎の建設
工事と既存校舎の解
体工事を実施します。

　平成27年１月の供
用開始を目指し、引
き続き新校舎･武道
場の建設工事を行う
ほか、グラウンド外
構工事を実施します。
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平成26年度予算

　村の商工業の活性化を図るため、村内の経済
の実態や商工業者の意識等を調査し、その結果
を基に、効果的な振興策を検討します。

　LEDは、従来型より省電力･長寿命で、環境
にも優しく、年間約460万円の経費削減が見込
まれています。

　農産物の品質向上や担い手を確保するため、
ビニールハウス新設費用の２分の１（上限25万
円）を補助します。

地域経済の活性化に向けて…
村の経済の実態等を調査（新）

村内の防犯灯2,552本を
発光ダイオード（LED）に切り替え（重）

新たにビニールハウスを作る方に
費用の一部を補助します（新）

　東海村商工会の事業改善や商工業の活性化に
つなげていきます。

東海村商工会館の建設費用の
一部を補助します（新）

　茨城ほしいも対策協議会が行う「三ツ
星運動」をさらに強化し、他産地との差別
化やブランド化を図るため、認
定を受けた生産者等が行う設
備投資にかかる費用の２分の
１（上限50万円）を補助します。

高品質な干しいもを生産し、
ブランド化を目指します（新）

　東海村商工会の経営改善、商店街の活性化や
後継者育成等、村内の商工業の課題に取り組ん
でいきます。

東海村商工会の事業費用の
一部を補助します（新）

　村内農産物の消費拡大や地産地消、商業の活
性化を図るため、東海村観光協会が主となり、
村の特産を生かしたお土産品の開発･販売
プロジェクトを進めています。その開発
等に要する費用の一部を補助します。

村の特産を生かした
お土産品の開発等に補助します（新）

　村内の自然を保全するために、土地利用に関
するルールを明文化します。今年度は、土地利
用の実態や住民の意識調査を実施し、さまざま
な立場の住民による検討会議を組織して協議し
ます。

　都市計画道路について、合理的な補修工事を
行い、道路交通の安全性と快適性の向上を図り
ます。また、橋については、長寿命化と維持費
用の最小化を図るために、計画的な架け替えが
必要であり、今年度は実施設計を行います。

　工業専用地域である部原地区の土地利用を、周
辺環境に配慮した形で進めます。今年度は調整池
の整備、緑地や道路等の用地取得を行います。

土地利用に関するルールを
明文化するための検討（新）

道路の合理的な補修工事と
橋の長寿命化を図ります（重）

部原地区の土地利用を
進めていきます（重）

　「東海村らしさ」を生かした原子力に関するサ
イエンスタウンと人づくりの拠点として、今年
度は、新たに子どもたちを対象とした最先端の
サイエンス施設見学･体験ツアーや、科学者に
よるサイエンススクールなどを実施します。

原子力と地域社会が調和した
まちづくりの推進（重）

　既存の公共交通に対する評価･分析等を行い、
潜在的ニーズを調査･研究するとともに、バス
運行による実証実験を行い、新たな公共交通導
入の可能性を検討するためのデータ収集を行い
ます。

新たな公共交通の導入を
検討します（重）

経済･環境まちづくり基盤

原子力とまちづくり

292万円

147万円

375万円

500万円

3,900万円

50万円

150万円

238万円

5,000万円

2億618万円

483万円

624万円

　今年度は、舟石川近隣公園を新設するほか、阿
漕ケ浦公園野球場、白方公園、街区公園の遊具等、
老朽化した施設や設備の修繕等を行います。

地域の憩い･交流の場として…
公園施設の充実を図ります（重）

2億5,647万円
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理由① 地方分権への対応（国･県から村へ）
▼主体的で自立した村政運営を行うために

は、村の組織強化が重要
▼より複雑で高度な業務に対応するために

は、職員の資質･能力の向上が必要
理由② 安定した財政構造の構築

▼医療･福祉分野などの社会保障関係経費
の増加が見込まれる

▼老朽化した公共施設等の改修費用の増加
が見込まれる

▼村税収入が漸減（ゆるやかに減少する）傾
向にある

▼国の交付金等が変動する可能性がある
理由③ 村民参画の推進

▼地域課題やニーズの多様化･高度化に伴
い、従来の画一的な行政サービスでは適
切に対応することが困難

▼村民と行政が協力して地域課題の解決に
取り組み、協働によるまちづくりを実現
するための仕組みづくりが必要

●どうして行財政改革は必要？

魅力あふれる東海村へ
　

　今回の第４次行財政改革を基に、10年
後も持続可能なまちづくりを推進するとと
もに、第５次総合計画に掲げた基本理念「村
民の叡

え い ち

智が生きるまちづくり～今と未来を
生きる全ての命あるもののために～」の実
現に向けた「役場改革（行政の質の向上改
革）」を進めます。
　これにより、さらに質の高い行政サービ
スを提供するとともに、財政基盤の安定化
と、効率的な行政運営を推進します。
　また、地域と協働で進める行政運営を目
指して、村民一人ひとりが住みやすいと実
感できるような、魅力あふれる東海村を実
現していきます。

●行財政改革で目指すものは？

　▼行財政改革の目標
　　①質の高い行政サービスの提供
　　②村の財政基盤の安定化
　　③地域と協働で進める行政運営

持続可能なまちづくりを目指して

「東海村第４次行財政改革大綱」
　村では、平成26年度から平成28年度までの村の行財政改革の指針とな
る「東海村第４次行財政改革大綱」を策定しました。今回は、本大綱策定
の経緯と、その概要についてお知らせします。
■問い合わせ　人事課人事･行革担当（☎282-1711 内線1321）

●策定の経緯について

　村では、第３次行財政改革大綱（平成17年度
～平成22年度）により、「減債基金（借り入れ金
等の償還のための基金）の積み上げ」と、「普通
会計村債残高の減少」という２つの目標を達成
することができました。さらに〝行政主導から
住民自治･地域自治へ”という基本姿勢の下、「東
海村自治基本条例」の制定を実現しました。
　しかし、村を取り巻く社会情勢や経済情勢が
大きく変化する中で、村民の皆さんの視点に
立った行政を実現するためには、限られた財政

資源と人材を有効に活用しながら、職員の意識
改革を進め、村組織の機能を強化していくこと
が求められています。
　このような状況を踏まえ、新たに平成26年
度から平成28年度までを計画期間とする「東海
村第４次行財政改革大綱」を策定しました。こ
の大綱に基づき、計画的な財政運営による安定
した財政基盤の構築と、効率的･効果的な行政
運営の推進に取り組みます。また、その進行に
当たっては、村民の皆さんを含む外部組織によ
る確認評価を行っていきます。
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推進項目 主な取り組み目標

① 人材育成の推進【重点項目】 ○職員行動規範等の作成
○計画的な職員研修の実施

② 効率的な組織体制の構築 ○効率的な業務遂行方法の構築
③ 質の高い窓口サービスの提供 ○窓口利用者の利便性向上

推進項目 主な取り組み目標
① 自主財源確保の強化 ○広告収入等の新たな財源確保策の検討･導入

② 経常経費抑制の推進【重点項目】 ○経常収支比率の抑制
○予算編成プロセスの見直し

③ 施設の長寿命化のための計画的
な修繕の実施 ○「村有施設長寿命化指針」の策定･運用

④ 特別会計･企業会計の健全化 ○特別会計･企業会計への繰り出し金等の検証
⑤ 公有財産の適正管理 ○未利用地の有効活用の推進

推進項目 主な取り組み目標

① 政策･施策評価の活用による事務
事業の検証 ○政策･施策評価の運用による総合計画の推進

② 補助金適正化の推進 ○全補助金の見直し･検証による補助金の適正化

③ 村民との協働事業の推進と情報
発信力の強化【重点項目】 ○「協働の指針」の策定および指針に基づく事業の実施

④ 近隣自治体等との連携推進 ○ひたちなか市等の近隣自治体との広域行政の推進

⑤ 民間委託等の推進
○「民間委託等推進計画」の策定
○村内インフラでＰＦＩ（民間の資金･ノウハウを導入する手法）の検討
○農業活性化のための体制整備の検討

⑥ 外郭団体の業務効率化の推進と
自立促進

○東海村社会福祉協議会の経営基盤の強化に向けた取り組み支援
○東海村シルバー人材センターの中長期経営計画の策定支援
○東海村文化･スポーツ振興財団の業務評価制度の導入支援
○外郭団体に対する村の関与のあり方の検討

「東海村第４次行財政改革大綱」では、３つの基本方針に従い行財
政改革に取り組みます。

　　基本方針１ 職員の意識改革･資質向上と組織体制の強化
　　基本方針２ 健全で安定した財政基盤の構築
　　基本方針３ 業務効率の向上と事務事業の重点化
基本方針に基いて推進項目（14項目）を設定し、その中で特に緊急

性･重要性の高い推進項目を重点項目に位置付けて、集中的に取り組
みます。また、実現のための具体的な取り組みとして、各推進項目
に取り組み目標（36項目）を設定します（下表参照）。

基本方針１ 職員の意識改革･資質向上と組織体制の強化

基本方針２ 健全で安定した財政基盤の構築

基本方針３ 業務効率の向上と事務事業の重点化

●具体的な取り組みは？

東海村行財政改革推進本部
【本部長】村長
【副本部長】副村長･教育長
【本部員】各部長
【役割】行財政改革の推進、行
財政改革大綱の策定･進行管理

東海村行財政改革懇談会
　村政について識見を有
する方（７人以内）による
委員会

東海村行財政改革
推進本部幹事会

【幹事長】副村長
【副幹事長】総務部長
【幹事】推進本部長、関係
課長等

【役割】推進本部に付議す
る事案の検討、調整等

実施主体
各課（課長職：行財政改革推進員）

村民の皆さん

助言･提言

報告等

参画

意見･指示

検討･報告

意見

情報提供
意見･指示

検討･報告

●第４次行財政改革の推進体制は？

基本方針（３）

推進項目（14）

取り組み目標（36）

● 11



　村では、県で行っている事務のうち村民生活に深く関わるものについて、村で事務を行うための“権
限移譲”を積極的に進めており、手続き期間の短縮等、住民サービスの向上を図っています。
　このたび、新たに農業分野や生活安全･産業振興分野の事務の一部を村で行うこととな
りました。これにより、村を経由して県から許可･認可等を受けていた下表の事務について、
４月からは村が直接許可･認可等を行っていきます。

農地等の賃借権を解約するときの許可等…

４月から新たに５つの事務を村で実施します！

水道料金･下水道使用料の徴収業務等を民間事業者へ委託

スピーディーで、よりよい住民サービスを目指して…

４月から 水道の検針等には、

委託業者の従業員･検針員が伺います

　村では、４月から水道料金･下水道使用
料の徴収業務等を民間事業者へ委託しま
した。今後も、事業運営の効率化や、村民
の皆さんへのサービス向上に努めていきま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

【委託期間】
　平成26年４月１日～平成29年３月31日

【受託業者】
　大崎データテック株式会社

【委託する業務内容】
①検針業務…水道メーターの定期検針と

使用水量･料金等のお知らせ（水道検針
票）の発行。

②開栓･閉栓業務…水道の使用開始･中止
に伴う水道栓の開閉。

③水道料金等の滞納整理業務…督促、電
話等による支払い催告、納付相談等。

④給水停止･解除業務…水道料金等未納者

の給水停止･解除の執行等。
⑤転居等による清算業務…使用中止に伴

う検針や現地清算、無届転居、開始に
伴う現地調査等。

【ご注意ください！】
▽民間委託に伴う、水道料金等の支払い

方法等に変更はありません。従来どお
り口座振替や納入通知書で支払いをお
願いします。

▽委託業者の従業員･検針員が皆さんのご
自宅を訪問するときは、委託会社指定の
制服を着用しているほか、必ず委託会社
の身分証明書を携帯しています。不審な
点がある場合は、身分証明書の提示を
求めるか、下記へご連絡ください。

【問い合わせ】
　 水 道 課 業 務 担 当（☎282-1711 内 線
1153）

事務内容 関係法令 問い合わせ（☎282-1711）

農地等の賃借権の解約等の許可 農地法 農業委員会事務局（内線1437）

販売事業者に対する立ち入り検査等 ガス事業法

まちづくり推進課商工観光･企
業立地担当（内線1344）

中小企業団体の設立認可等 中小企業団体の組織に関する
法律

事業協同組合等の設立認可 中小企業等協同組合法

商店街整備計画の認定等 中小小売商業振興法
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　茨城県後期高齢者医療広域連合事業課（☎309-1213）、保健年金課地域医療担当（☎282-1711 内線1134）

問い合わせ

平成26･27年度 平成24･25年度
（参考）

保険料
均等割額 39,500円 39,500円
所得割率 8.00％ 8.00％

保険料の賦課限度額（上限額） 57万円 55万円

平成26･27年度の保険料率

①保険料率の変更はありません。
②賦課限度額（上限額）が２万円

引き上げとなりました。

　後期高齢者医療制度の保険料率は、各都道府県で２年ごとに見直しています。現在、被保険者１人当
たりの医療給付費は増加傾向にあり、今後も増加が見込まれますが、平成26･27年度の保険料率は、保
険料調整基金を活用したため、平成24･25年度から据え置き（変更なし）となりました。

「賦課のもととなる金額」＝総所得金額等－基礎控除33万円
　総所得金額等は、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差し引いた
もので、社会保険料控除や配偶者控除等の各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障
害年金は、収入に含みません。

個人の保険料の決め方

所得割額１年間の保険料額 ＝ ＋均等割額
「賦課のもととなる金額」×8.00％39,500円（100円未満切り捨て）

平成26･27年度の「後期高齢者医療保険料率」
～保険料率に変更はありません～

均等割額
　世帯の所得水準に合わせて、次のとおり均等割額が軽減されます。

所得割額
　保険料の所得割額を負担している方で、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下（年金収入のみの方
は、その額が153万円から211万円以下）の場合は、所得割額が５割軽減されます。
その他
　後期高齢者医療制度に加入する前に「会社などの健康保険の被扶養者」であった方は、均等割額が９割
軽減され、所得割額の負担はありません（国民健康保険、国民健康保険組合の加入者であった方を除く）。

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額 均等割額の
軽減割合

軽減後の
均等割額

33万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入80万円以下の世帯
（その他の所得がある場合を除く） ９割 3,950円

33万円を超えない世帯 8.5割 5,925円

33万円＋「24.5万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ５割 19,750円

33万円＋「45万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ２割 31,600円

保険料の軽減対象 ５割軽減と、２割軽減の
基準を拡大
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「住宅用太陽光発電システム」または
「太陽熱利用機器」の設置費用を補助します

共通事項

■補助の対象とならない場合があります

　上記の対象に該当していても、以下のいずれ
かに該当する場合は、補助対象外となります。
▽過去に村から当該補助金の交付を受けている

方、またはその方と生計を一にする方
▽増設、または付け替えの場合
▽住宅に供給する目的以外で設置する場合
▽賃貸、販売等営利目的で設置する場合
▽店舗･事務所を兼ねる住宅のうち、延床面積

の２分の１以上が住居に供されていない場合
▽法人の場合
▽同一建物に付き複数の申請をする場合

■補助金額 太陽光発電システム…出力１キロ
ワット当たり45,000円（限度額180,000円） 
太陽熱利用機器…30,000円

■申請書類 環境政策課（役場行政棟４階）また
は村公式ホームページから入手してくださ
い。なお、申請は設置を完了した方から順に
受け付けます。

■申し込み・問い合わせ ４月21日（月）以降（土
･日曜日、祝日を除く）の午前８時30分～午後５
時15分に、環境政策課環境保全担当（☎282-
1711 内線1451）へお越しの上、申し込みくだ
さい（予算額に達した時点で終了）。

「太陽光発電システム」を設置する方へ

■対象者 ①村内の一戸建て住宅（店舗等の併用
住宅を含む）に太陽光発電システムを設置した、
または村内の太陽光発電システム付き一戸建て
住宅を購入した②村税の滞納がない③電力会社
から発行される「購入電力量のお知らせ」（検針
票）の「お客さま設備情報」内に記載される「お客
さま設備の買取期間起算日」が平成26年４月１日

から平成27年３月31日までの間――を満たす方
■対象設備 ①太陽電池の公称最大出力の合計

値が10キロワット未満②日本工業規格（JIS）
等で認められている③未使用品（中古品は対
象外）④電力会社と受給契約を結び、かつ余剰
電力の買取契約を結んでいる（全量買い取りは
対象外）――を満たす太陽光発電システム

「太陽光発電システム」とは…太陽の光を電気（直流）に変える太陽電池と、その電気を直流から交流
に変えるインバーターなどで構成されるシステムのことです。

「太陽熱利用機器」を設置する方へ

■対象者 ①村内の一戸建て住宅（店舗等の併
用住宅を含む）に太陽熱利用機器を設置した、
または村内の太陽熱利用機器付き
一戸建て住宅を購入した②村税の
滞納がない③設置工事完了日が平

成26年４月１日～平成27年３月31日――を
満たす方

■対象機器 ①日本工業規格（JIS）等で認めら
れている②未使用品（中古品は対象外）――を
満たす太陽熱利用機器

「太陽熱利用機器」とは…太陽の熱エネルギーを集めてお湯や暖房に利用するシステムのことで、集熱
器と貯湯槽を屋根の上に設置する「太陽熱温水器」や、集熱器だけを屋根の上に設置し、貯湯槽は別
の場所に設置するもの、補助熱源として給湯器を内蔵しているものなど、さまざまな種類があります。
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犬の登録と狂犬病予防注射をしましょう！

狂犬病は怖い…

　狂犬病ウイルスは、人を含む犬･猫･ネズミ･コ
ウモリなど全ての哺乳類に感染します。人への
感染は、犬にかまれ、唾液により体内にウイル
スが入るケースが圧倒的に多く、治療法がない
ため、100パーセント死亡するといわれています。
日本でも狂犬病の危険があります

　狂犬病は世界中で発生しており、韓国や中
国などのアジア地域を含め、年間約５万人が
死亡しています。外国船の出入り等で、ネズ
ミやコウモリなどが侵入することもあるた
め、狂犬病の危険性は、日本にもあります。
室内で飼っている犬やおとなしい犬も…

　室内犬も、小さな哺乳類と接触する恐れは十
分にあります。また、普段おとなしい犬も“目の
前の物にかみつく”など狂犬病特有の症状が現
れます。その時、最初に被害に遭うのは飼い主
です。狂犬病の予防注射は必ず受けましょう。
登録、注射済みの“印”は必ず付けましょう！

　交付された「鑑札」「注射済
票」は、首輪等に付けること
が義務付けられています。こ

れらには番号が刻まれており、迷子の犬を行
政機関が保護した際、飼い主へ連絡できます。

また、狂犬病予防法を遵守している証
明として配布される「門標」は、来客か
ら見える玄関等に掲示してください。
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健
年
金
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

過
去
の
分
も
免
除
申
請
が
で
き
ま
す

　
　

申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す（
４
月
か
ら
の
新
制
度
）。

　

問
い
合
わ
せ

　

水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局
２
２
８
２
）、
保

健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線

１
１
３
３
）

【狂犬病集合予防注射】
●日 程 等

●費 用 ▽新たに登録する犬…6,550円／頭 
▽登録済みの犬…3,550円／頭

●そ の 他 ▽登録済みの犬の場合は、注射を受け
る際に村から郵送される「犬の登録（予防注射済票
交付）申請書」をお持ちください。▽上記日程で受け
られない場合は動物病院で受けてください。

●問い合わせ 環 境 政策課 環 境 保 全担当（☎282-
1711 内線1451）、茨城県動物指導センター（☎0296-
72-1200）

期　日 時　間 場　所

５月８日
（木）

９：00～ ９：25 外宿２区自治会集会所
９：40～10：05 亀下区自治会集会所
10：20～10：40 舟石川３区自治会集会所
10：55～11：20 村松コミュニティセンター
11：35～12：00 船場区自治会集会所

５月９日
（金）

９：00～ ９：25 石神コミュニティセンター
９：40～10：05 真崎コミュニティセンター
10：20～10：40 照沼区自治会集会所
10：55～11：20 中丸コミュニティセンター
11：35～12：00 舟石川コミュニティセンター

５月10日
（土）

９：00～ ９：25 白方コミュニティセンター
９：40～10：00 川根区自治会集会所
10：15～10：40 南台区自治会集会所
10：55～11：40 役場庁舎裏駐車場

　狂犬病予防法により生後91日以上の犬には、犬の登録（生涯１度）と狂犬病予防
注射（年１回）が義務付けられています。
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●ホッケーで目指せ！ 未来の国体選手

子どもたちの質問に答える藤尾さん

３月１日、県立東海高校で茨城ホッケー協会主催の「ホッケー
出前講座」が行われました。講師を務めたのは、日本代表選
手として３度のオリンピック（アテネ･北京･ロンドン）に出場
した藤尾香織さん。あいにくの雨となったこの日は、村のホッ
ケー少年団の子どもたちなどを前に、自身の経験について貴
重な話を聞かせてくれました。また別の日には、東海村出身

（東海中学校･県立東海高校卒業）で、ホッケー日本代表監督
も務めた永井東一さんも子どもたちの指導に訪れるなど、平
成31年度に開催される茨城国体でホッケー会場となる東海村
では、地元出身の国体選手の誕生に期待が寄せられています。

３月９日、イオン東海店で、中丸小学校５年生（５人）による環境学習
の発表が行われました。これは、２月15日の「とうかい環境フェスタ」
で予定されていたもので、イベントの中止に伴い、急

きゅうきょ

遽開催されまし
た。やや緊張した様子を見せながらも、全児童で力を入れて取り組ん
でいる学校の花壇づくりや、節電･節水等のエコ活動のほか、自分た
ちで調べた環境学習の成果について力強く発表した子どもたち。書道
の筆はペットボトルに水を溜めて洗うこと、雑巾がけはバケツに水を
溜めて行うことなど、一人ひとりが身近なことから取り組んでいる
ようです。４月からは６年生――「学校のエコリーダーとして、いろ
いろなことに取り組んでいきたい」と話す姿は、頼もしく見えました。 

中丸小学校５年生の代表として発表した「地球環境守り隊」の５人

●“今、自分にできることを！”中丸小学校児童が、環境学習の成果を発表

●「大きくなって帰って来てね！」新川に鮭の稚魚を放流
３月５日、照沼小学校の児童（116人）が、新川に鮭の稚魚を放
流しました。これは、東海ライオンズクラブ主催による事業で、
新川を鮭の遡上に適したきれいな川に再生しようと、昨年11
月末に東海南中学校の生徒等約170人と共に新川流域の清
掃活動を行い、今回の放流に至りました。「あっ、泳いだ泳
いだ！」――興奮した様子で稚魚を見守る子どもたち。同ク
ラブ会長の雲井修一さんは「地元の子どもたちと連携するこ
とで、生命の大切さを伝えるとともに、ふるさとを大事に思
う気持ちを育んでもらいたい」と話し、今後も地域ぐるみでこ
の活動を盛り上げていきたいと意気込みを見せていました。 

併せて、同店舗主催によるマイエコバッ
グ作り教室や、とうかい環境村民会議

（低炭素社会部会）によるエコドライブス
テッカー（写真）の配布も行われました。
次世代エネルギーの開発に着手するイ
モジローがデザインされています。
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室内でできる運動をご紹介します

【問い合わせ】村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

村立東海病院ですこんにちは！

　室内運動というと、皆さんは何を思い浮かべますか？ 今年開催されたソチオリンピックでも種目と
なっていた、スケート競技等を思い浮かべる方も多いかもしれませんが、今回は、主に高齢の方を対
象とした室内でできる簡単な運動を４つご紹介します。暖かくなり、外出する機会が増えるこれから
の季節に備えて、気軽にできる室内運動で、体の調子を整えましょう。

■効　果 ▽心臓や肺、循環器系等の機能が改善して、動脈硬化を予防します。▽立ったり、歩いた
りすることが楽になり、転倒を予防します。▽さまざまな関節の動く範囲が広がり、腰痛や肩こり
などを予防します。

■注意点 ▽熱がある、睡眠不足、食欲がない、頭が痛いなど、体調が悪いときには運動を控えてく
ださい。▽“楽～ややきつい”程度が、適度な運動の目安です。身体にそれ以上の負荷を掛けないよう、
無理をせずに行うことがポイントです。▽筋肉痛が３日以上続く場合は、身体への負
荷が大きくなっていますので、運動量を減らすことや運動の強さを弱くするなどの調
整が必要です。

　背中を反らないよう
にお尻を上げます。
■目安 10 ～ 20回
■効果 腰痛を予防します。

　５～ 10秒、膝を伸ばした
ままにします。
■目安 左右各10 ～ 20回
■効果 膝痛を予防します。

　片足を上げて10秒保持します。
■目安 左右各３～５回
■効果 身体のバランスを改善し

ます。

　かかとを上げ下げします。
■目安 10 ～ 20回
■効果 ふくらはぎの筋力を鍛

え、立つことや歩行を安定させ
ます。

①ブリッジ運動 ②膝伸ばし運動

④かかと上げ※③片足立ち※

※③④について、立つことが不安定な方は、壁や手すりなどを支えにして行うか、無理をしないようにしましょう。

　毎年５月12日は「看護の日」です。村立東海病院看護部では、地域の皆さんとの交流を通して、
当院の看護師の活動を知ってもらおうと、「看護の日」イベントを開催します。皆さんのご来場を
お待ちしています。
■日　　時 ５月10日（土） 午前９時30分～午後１時
■場　　所 村立東海病院
■主な内容 ▽身体測定（身長、体重、血圧、体脂肪、ｓｐＯ２の測定） ▽各部署の看護活動ポス

ター展示 ▽救急蘇
そ

生･ＡＥＤ体験 ▽白衣記念撮影（子ども用もあり。写真をプレゼント） ▽塗り
絵 ▽輪投げ、「看護の日」グッズプレゼント（数量限定） ▽ハンドマッサージ

「看護の日」イベントを開催します！テーマ「つないでいこう、東海の絆」
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「
給
付
金
型
振
り
込
め
詐
欺
」

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際
し

て
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
支

給
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

制
度
を
悪
用
し
た
振
り
込
め
詐
欺

の
発
生
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行･

コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
自
分
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
も
、
自
分
の
口
座
に

他
所
か
ら
の
お
金
を
振
り
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
さ
れ
た
ら
、

そ
れ
は
詐
欺
で
す
。
自
分
の
口
座
が
危
な
い
と
理

解
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が「
臨
時
福
祉
給
付

金
」や「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
支
給
す

る
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が
、
皆
さ
ん

の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
尋
ね
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
相
手
は
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
に
限
り
ま
せ
ん
。

国
や
県
等
の
公
共
機
関
や
、
委
託
を
受
け
た
業
者

等
を
名
乗
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

●
自
宅
や
職
場
な
ど
に
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
の

職
員
を
か
た
る
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
ら
、
迷
わ

ず
警
察
署（
警
察
相
談
専
用
電
話 

☎
♯
９
１
１
０
）

ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
村
民

相
談
室
内 

☎
287
局
０
８
５
８
）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

ま
な
び
の
と
び
ら

中央公民館講座ナビ　VOL20

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）
る
か
、
は
が
き
に
▽
希
望
す
る
講
座
の
番
号（
複

数
可
）▽
住
所
▽
氏
名（
ふ
り
が
な
）▽
性
別
▽
年

齢
▽
電
話
番
号
―
―
を
記
入
の
上
、
４
月
23
日

（
水
）（
必
着
）ま
で
に
、
中
央
公
民
館（
〒
３
１
９
‐

１
１
１
５ 

船
場
７
６
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内　　容 日　　時 対象（定員）

①春のバードウオッチング
　　春の心地良い風に吹かれながら、バードウオッチングを楽しみ

ましょう。
　【持ち物】望遠鏡または双眼鏡、図鑑、筆記用具など （筆記用具以

外は、お持ちの方のみ）

▼５月21日（水）
▽10:00 ～ 11:30

一般
（10人）

②体内時計と健康
　　体内時計の仕組みや、体内時計を正常に保ち、快適な睡眠をと

りながら、健康を保つための具体的な方策について、住環境や食
生活の観点から分かりやすく解説します。

▼５月23日（金）
▽10:00 ～ 12:00

一般
（30人）

③美人をつくる骨盤ヨガ
　　骨盤矯正とヨガを通して、自分の心地良いバランスを見つけ、

しなやかで美しく、芯の強い体をデザインしましょう。
　【持ち物】ヨガマットまたはバスタオル

▼５月17日･31日、６月
７日･28日、７月12日

（全５回、全て土曜日）
▽13:30 ～ 14:30

女性
（20人）

④人生は考え方で本当に変わる！
　　考え方を変えて潜在意識をうまく活用すると、人生はうまくい

きます。その簡単な"コツ"について、茨城のローカルヒーローの生
みの親がお話しします。

▼５月24日（土）
▽14:00 ～ 16:00

一般
（30人）

▼
第
１
期
中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

■
日

程

等 

下
表
参
照

■
対　
　

象 

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

■
受

講

料 

無
料

■
そ

の

他 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み 

講
座
申
込
書（
中
央
公
民

館･

役
場･

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、
中
央
公
民

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
す

あなたも新しい“学び”にチャ
レンジしてみませんか。次回、
第２期講座は、「広報とうかい」

（５月10日号）でお知らせしま
す。※写真は、前回のバード
ウオッチングの様子です。
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▼場　　　所　ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
▼問い合わせ　東海駅コミュニティ施設管理室
（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ
　　ＧＡＬＬＥＲＹ

　
　
【
俳　

句
】

舟
で
行
く
秘
境
温
泉
春
の
旅

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

紅
梅
の
街
角
曲
が
り
笑
み
栄
ゆ

東　

海　

佐
藤　

と
よ

香
煙
の
た
だ
よ
う
部
屋
の
春
彼
岸

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

先
祖
様
一
筆
啓
上
梅
見
頃

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

三
月
の
震
災
の
日
の
沖
見
え
ず

豊　

白　

小
林　

久
男

被
災
地
の
海
へ
出
ぬ
日
は
山
笑
ふ

村　

松　

大
内
た
け
み
つ

白
梅
の
戻
ら
ぬ
日
々
や
ひ
と
り
膳

緑
ケ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

月
光
の
雪
と
お
も
へ
り
窓
開
け
る

村　

松　

松
本　

正
勝

母
の
忌
の
寒
の
鏡
に
長
寿
眉

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

大
粒
の
雨
の
あ
い
ま
の
春
の
月

白　

方　

辻
本　

寛
山

願
船
寺
椿
を
映
す
泥な

い
ね
せ
ん

涅
泉

船　

場　

畑　
　

耕
太

　
　
【
短　

歌
】

福
寿
草
余
寒
の
続
く
庭
に
咲
く
黄
の
花

ゆ
ら
す
北
の
吹
き
つ
つ

船　

場　

舛
井
庫
之
助

被
災
地
に
寄
せ
る
思
い
の
た
か
ぶ
り
て

わ
れ
ゆ
う
ど
き
の
画
面
に
見
入
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

一
日
降
り
し
雨
の
過
ぎ
ゆ
き
木
々
の
枝

か
が
や
き
な
が
ら
芽
吹
き
の
ひ
か
る

緑
ケ
丘　

佐
藤　
　

正

子
等
帰
り
二
点
三
点
残
る
染
み
春
陽
背そ

び

ら
に
拭
く
も
幸
な
り

須
和
間　

柴
山　

靖
子

四
月
ま
で
と
け
ぬ
山
道
二
人
き
り
分
校

め
ざ
し
き
雪
の
思
い
出

内　

宿　

村
上　

文
江

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
消
火
訓
練
早
朝
に
避
難
訓
練

の
一
環
を
受
く

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

水
仙
の
一
群
静
か
に
咲
き
そ
め
て
霜
お

く
庭
に
す
が
す
が
と
立
つ

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

ギャラリーＢ（１階）

　県内の美術系大学３校の卒業修了制作の中から
油彩･日本画･書･工芸･彫刻･デザインなど合計10
点を展示します。大学
での研究の集大成と
なる、若手作家の感覚
があふれる力作をご
覧ください。
▼期　　間 ４月20日(日) ～５月３日(土･祝) 
▼時　　間 午前10時～午後７時（最終日は午後

１時まで）
▼そ の 他 ４月27日（日）の午後２時から、出

品者によるギャラリートークを行います。

芸大･茨大･筑波大卒業修了制作展

ギャラリーＡ（２階）

　「花」「花のある風景」をテーマに、会員一人ひと
りが花を愛でながら撮影した作品を展示していま
す。出品者の思いが写真を通して少しでも皆さん
の心に伝われば幸いです。
▼期　　間 ４月13日(日) ～ 19日(土)
▼時　　間 午前10時～午後６時（最終日は午後

３時まで）

第27回
「花の会茨城」
写真展

　描き方だけでなく水墨画の伝統や古典技法につ
いて学びながら、伝統を生かした“現代水墨画”を
描いています。初心者から
公募作品展出品者まで12人
の仲間で開催します。ぜひ
ご覧ください。
▼期　　間 ４月27日(日) ～５月３日(土･祝)
▼時　　間 午前10時～午後６時（最終日は午後

３時まで）

第２回「水墨画酒湖の会」合同展
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 26 年３月１日現在（前月比）
世帯数 14,738 世帯 （＋２）
総人口 37,958 人　 （－１）

●人口と世帯数●

●４月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

６日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
13日（日）村立東海病院 282-2188
20日（日）村立東海病院 282-2188
27日（日）村立東海病院 282-2188
29日（火）茨城東病院 282-1151
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～ 11時30分▼日曜日･祝日･年末年始

（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

暮
ら
し

納期限 ４月30日（水）
固定資産税（全期･第１期分）
介護保険料（第１期分）
里川堰土地改良区費（全期･第１期分）

●４月の納付●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】国保や国民年金等に関す
る各種手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等

【介護福祉課】介護保険･高齢支援の申請
【会計課】国税、県税、国民年金保険料
を除く各種税金･使用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
！

「
放
射
線
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射

性
物
質
や
、
放
射
線
に
よ

る
人
体
へ
の
影
響
な
ど
、

身
近
な
疑
問
や
不
安
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４
月
の
日
程
等
▼ 

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

費
用
▼
無
料

防
災
原
子
力
安
全
課（
内
線
１
５
１
８
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

期　

日

場　
　

所

18
日（
金
）
保
健
セ
ン
タ
ー

23
日（
水
）
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

株
式
会
社
常
陸
那
珂
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
計
画
し
て
い
る
常
陸
那
珂
共
同
火
力
発

電
所
１
号
機
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
計

画
段
階
環
境
配
慮
書
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
こ
の
配
慮
書
に
つ
い
て
、
環
境
保
全

の
見
地
か
ら
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
▼
４
月
24
日（
木
）
～
５
月
23

日（
金
）※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
▼
▽
東
海
村
環
境
政
策
課（
役

場
行
政
棟
４
階
） 

▽
ひ
た
ち
な
か
市
環

境
保
全
課（
ひ
た
ち
な
か
市
東
石
川
２
‐

１
０
‐
１
） 

▽
茨
城
県
行
政
情
報
セ
ン

タ
ー（
県
庁
３
階
）

常
陸
那
珂
共
同
火
力
発
電
所
１
号
機
の

計
画
段
階
環
境
配
慮
書
を
縦
覧
し
ま
す

　

村
で
は
、
低
炭
素
社

会
の
構
築
を
目
指
し

て
、
電
気
自
動
車
な
ど

の
次
世
代
自
動
車
の

普
及
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
役

場
行
政
棟
東
側
に
電

気
自
動
車
用
の
急
速
充
電
器
を
設
置
し
ま

し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
▼
24
時
間（
年
中
無
休
） 

※
充

電
時
間
は
１
回
あ
た
り
約
30
分
で
す
。

費
用
▼
５
０
０
円
／
回 

※
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
認
証
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な

る
か
、
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
自

身
の
携
帯
電
話
で
個
人
情
報
を
登
録
す

る
こ
と
で
利
用
が
可
能
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

　

犯
罪
被
害
者
に
な
る
と
、
怒
り
や
悲
し

み
な
ど
の
精
神
的
な
問
題
や
、
経
済
的
な

問
題
の
ほ
か
、
司
法
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
関

わ
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
犯
罪
被
害
者
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を
理
解
し
て
、

思
い
や
る
こ
と
も
支
え
に
な
り
ま
す
。
犯

罪
被
害
者
が
元
の
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談･

問
い
合
わ
せ
▼
公
益
社
団
法
人
い

ば
ら
き
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
相
談

電
話 

☎
232
局
２
７
３
６
）

犯
罪
被
害
者
支
援
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
！

ジ
ャ
パ
ン
チ
ャ
ー
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社（
☎
０
４
５
‐
６
４
０
‐
１
０
６
６ 

https://w
w

w
.charge-net.co.jp/

）
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健
康･

医
療

福
祉

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

村
で
は
、
早
期
肺
が
ん
の
発
見
を
目
的

に
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
▼
５
月
22
日（
木
）･23
日（
金
）･24
日（
土
）

時
間
▼
①
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
１
０
０
人
／
日

費
用
▼
３
０
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

そ
の
他
▼
前
回
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
の
結
果

が「
次
年
度
再
検
」の
方
は
、
必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・

保
健
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込

書
ま
た
は
、
は
が
き
に
▽
住
所
▽
氏
名

▽
電
話
番
号
▽
生
年
月
日
▽
受
診
希
望

日
時（
第
２
希
望
ま
で
）―
―
を
記
入

の
上
、
４
月
25
日（
金
）（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
９

‐
１
１
１
２ 

村
松
２
０
０
５ 

☎
282
局

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
後
日
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

妊
婦
の
方
も
受
診
で
き
ま
す

成
人
歯
科
検
診

　

村
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
あ
る

歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
成
人
歯
科

健
康
診
査
等（
節
目
検
診
）を
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
は
妊
婦
の
方
も

受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

期
間
▼
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

場
所
▼
村
指
定
の
歯
科
医
院

対
象
▼
村
内
在
住
で
30
歳･

40
歳･

50
歳･

　

60
歳･
70
歳
の
方（
平
成
27
年
３
月
31
日

現
在
）と
、
妊
婦
の
方

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
対
象
者
に
は
４
月
中
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
。
妊
婦
の
方
に
は
、
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
に
発
券
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
積
極
的
接
種
の
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成

７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
は
、
接
種
回
数
が
十
分
で
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
定
期
予
防
接
種
と

し
て
無
料
で
予
防
接
種
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
予
診
票
を

郵
送
し
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
中
に
接
種
す
る
予
防
接
種

の
予
診
票
を
、
対
象
の
方
へ
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
】

　

感
染
力
が
強
く
、
症
状
が
重
い
麻
し
ん

（
は
し
か
）は
、
予
防
接
種
で
感
染
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
、
２
回
接
種
す
る
こ
と
で
免

介
護
者
支
援
映
画
会

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す
認
知
症
の

母
親
と
の
、
お
か
し
く
も
切
な
い
日
常
を

描
い
た
同
名
の
エ
ッ
セ
ー
漫
画
を
映
画
化

し
た「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」を

上
映
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
に
関
す
る
最

新
情
報
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
24
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分

～
４
時（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
先
着
１
５
０
人

入
場
料
▼
無
料

・

５
月
16
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

意
見
書
は
、
縦
覧
場
所
備
え
付
け

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
縦

覧
期
間
中（
必
着
）に
、
縦
覧
場
所
に
備

え
付
け
の
意
見
書
箱
に
入
れ
る
か
、
郵

送
で
株
式
会
社
常
陸
那
珂
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン（
〒
１
１
０
‐
０
０
０
５ 

東
京

都
台
東
区
上
野
７
‐
７
‐
６ 

☎
０
３

‐
６
３
８
６
‐
８
３
６
７
）へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

疫
効
果
を
よ
り
強
く
、
確
実
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
流
行
時
期
は
初
春
か
ら
初

夏
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
、
６
月
末
ご
ろ
ま

で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
▼
第
１
期
…
１
歳
児 

第
２
期
…
平

成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１

日
生
ま
れ（
就
学
１
年
前
）

【
２
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア･

破
傷
風
）２
期

予
防
接
種
】

　

乳
幼
児
期
に
３
種
混
合（
百
日
咳･

ジ
フ

テ
リ
ア･

破
傷
風
）予
防
接
種
を
受
け
、
基

礎
免
疫
の
あ
る
方
が
、
低
下
し
て
き
た
免

疫
を
長
期
に
保
つ
た
め
の
大
切
な
追
加
接

種
で
す
。

対
象
▼
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ（
小
学
６
年
生
）

【
共
通
事
項
】

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
転
入
等
で
予
診
票
が
な
い
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

対
象
▼
①
７
歳
６
か
月
以
上
９
歳
未
満
の

方 

②
９
歳
以
上
13
歳
未
満
の
方 

③
13

歳
以
上
20
歳
未
満
の
方

そ
の
他
▼
過
去
に
受
け
た
予
防
接
種
の
回

数
を
基
に
、
残
り
の
必
要
回
数
を
接
種

し
ま
す
の
で
、
必
ず
母
子
健
康
手
帳
等

で
接
種
状
況
を
確
認
の
上
、
必
要
な
回

数
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
詳
細
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール
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青
少
年
育
成
東
海
村
民
会
議
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

再
発
見
し
て
も
ら
う
た
め
に「
ふ
る
さ
と

少
年
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

定
員
▼
先
着
30
人

内
容
▼
仲
間
と
協
力
し
合
う
こ
と
、
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
事
業
等
を
企
画
し
、
１

年
を
通
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
費
▼
３
０
０
円
／
人 

※
村
民
会
議

非
会
員
は
別
途
３
０
０
円
／
世
帯
が
掛

か
り
ま
す
。

そ
の
他
▼「
ふ
る
さ
と
少
年
教
室
」の
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
実
行
委
員（
村
内
在

住･

在
勤
の
方
）を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
４
月
12
日（
土
）か
ら
26
日

（
土
）ま
で（
日･

月
曜
日
を
除
く
）の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
青
少

年
育
成
東
海
村
民
会
議
事
務
局（
青
少

年
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
７
０
４
９
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
養･
ス
ポ
ー
ツ

募 集

「
ふ
る
さ
と
少
年
教
室
」

参
加
者
と
実
行
委
員
募
集

「
東
海
村
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
選
手

権
大
会
」

期
日
▼
５
月
10
日（
土
）･

17
日（
土
）

時
間
▼
午
前
９
時
試
合
開
始

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤

の
方（
ペ
ア
の
う
ち
１

人
以
上
）

種
目
▼
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ⅰ･

Ⅱ
部
）、 

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ⅰ･

Ⅱ
部
）

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
組

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
４
月
20
日（
日
）の
午
後
５
時
ま
で

に
、村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（
☎

282
局
８
５
７
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

樫
村
次
夫
さ
ん（
東
海
村
テ
ニ
ス
連
盟

事
務
局 

☎
295
局
６
２
４
８
）

　

村
で
は
①
文
化
保
存
事
業
②
文
化
継
承

事
業（
青
少
年
対
象
）③
自
然
保
護
に
関
す

る
調
査
や
学
習
事
業
―
―
を
行
う
社
会
教

文
化
保
存･

自
然
保
護
活
動
へ
の

補
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
〝
常
陸
み
ん
わ
の
会
”と〝
い
ば
ら
き
語

り
べ
の
会
”が
、
合
同
で
手
作
り
紙
芝
居

「
常
陸
の
国
の
む
か
し
話
」を
上
演
し
ま

す
。
楽
し
い
話
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
４
月
26
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時

場
所
▼
村
立
図
書
館

入
場
料
▼
無
料

村
立
図
書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）※
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

手
作
り
紙
芝
居
で
楽
し
む

〝
む
か
し
ば
な
し
”

子
育
て

「
親
子
ラ
ン
ド
」を
実
施
し
ま
す

　

親
子
で
体
を
動
か
し
た
り
、
絵
本
を
見

た
り
し
な
が
ら
、
友
達
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
５
月
か
ら
平
成
27
年
２
月
ま
で

時
間
▼
午
前
９
時
40
分
～
11
時

場
所
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

対
象
等
▼
第
３
木
曜
日
…
生
後
６
か
月
以

上
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者 

第
４
木
曜

日
…
２
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
と
、
靴
を
入
れ
る
袋
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
10
時
～

　

午
後
３
時
に
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も

の
森
保
育
園（
☎
287
局
７
１
１
１
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
サ
ー
ク
ル
」

前
期
会
員
募
集

　

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
、
保
護
者

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

期
日
▼
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
、
毎
週
火

曜
日
～
金
曜
日
の
各
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
45
分
～
正
午

場
所
▼
お
お
ぞ
ら
保
育
園

対
象
等
▼
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
各
曜
日
先
着
50
組

参
加
費
▼
無
料

・

火
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
22
日

（
火
）、
水
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
23
日

（
水
）、
木
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
24
日

（
木
）、
金
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
25

日（
金
）の
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
～

正
午
に
、
お
お
ぞ
ら
保
育
園（
☎
287
局

３
５
３
５
）へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

育
団
体
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
▽
社

会
教
育
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る

▽
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
▽
規

則
ま
た
は
会
則
を
制
定
し
て
自
主
的
に

運
営
し
て
い
る
▽
構
成
員
が
５
人
以
上

（
過
半
数
が
村
内
在
住
者
）―
―
を
満
た

す
団
体 

※
営
利
団
体
を
除
き
ま
す
。

補
助
金
額
▼
補
助
対
象
事
業
に
要
し
た
額

の
う
ち
、
村
が
決
め
た
額

・

５
月
30
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当（
役
場
行
政
棟
４
階 

内
線
１
４
２
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他

　

村
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

総
合
計
画
に
村
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
審
議
会
で
は
総
合
計
画

の
進
行
管
理
を
行
う「
政
策･

施
策
評
価
」

の
外
部
評
価
の
ほ
か
、
第
５
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
全
体
調
整
や
妥
当
性
等

の
審
議
を
行
い
ま
す
。

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
▽
20
歳
以
上
▽
平

日
の
日
中
ま
た
は
夜
間
の
会
議
に
参
加

募 集

東
海
村
総
合
計
画

審
議
会
委
員
を
募
集

　

村
で
は
、
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

か
ら
学
生
訪
問
団
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

一
緒
に
事
業
の
企
画･

運
営
を
す
る
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
等
▼
姉
妹
都
市
交
流
活
動
に
興
味
の

あ
る
、
中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
方

（
そ
の
保
護
者
の
方
も
可
）

内
容
▼
①
月
に
１
、２
回
の
会
議（
５
～
７

月
）へ
の
参
加 

②
訪
問
団
来
村
中（
７

月
31
日（
木
）
～
８
月
11
日（
月
））の
行

事
へ
の
参
加

・

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
役
場
行
政

棟
３
階 

内
線
１
３
４
３
）ま
た
は
姉
妹

都
市
交
流
会
館（
☎
282
局
０
５
３
５
）備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
５
月
12
日（
月
）ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

募 集

姉
妹
都
市
交
流
活
動
ユ
ー
ス
グ

ル
ー
プ（
仮
称
）メ
ン
バ
ー
募
集

募 集

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
学
生
訪

問
団
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

村
の
国
際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
か
ら
来
訪
す
る

学
生
訪
問
団（
13
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
男

女
13
人
）の
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
心
の
ふ
れ
あ
う
国
際
交
流
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
７
月
31
日（
木
）～
８
月
11
日（
月
）

対
象
▼
村
内（
近
隣
市
町
も
可
）の
家
庭
13

世
帯 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
学
生
訪
問
団
は
月
曜
日
～
金

曜
日
の
日
中
、
東
海
村
国
際
セ
ン
タ
ー

主
催
の
行
事
に
参
加
し
ま
す
の
で
、

役
場
ま
で
の
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
行
事
内
容
に
よ
り
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
参
加
も
可
能
で
す
。
※
前
回

は
村
内
公
共
施
設
の
見
学
や
北
茨
城

市
の
ガ
ラ
ス
工
房
、
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

等
を
訪
問
し
ま
し
た
。
▽
土･
日
曜
日

は
各
家
庭
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

・

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
役
場
行
政

棟
３
階 

内
線
１
３
４
３
）ま
た
は
姉
妹

都
市
交
流
会
館（
☎
282
局
０
５
３
５
）

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
５
月
12

日（
月
）ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
※

詳
細
は
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

東
海
村
観
光
協
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や

交
流
会
等
の
企
画･

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
①
５
月
14
日（
水
） 

午
後
６
時
30
分

～ 

②
５
月
17
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
～

場
所
▼
２
０
５
会
議
室（
役
場
行
政
棟
２
階
）

・

東
海
村
観
光
協
会
事
務
局（
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
内 

内
線
１
３
４
４
）

募 集

東
海
村
観
光
協
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

村
で
は
、
村
政
や
地
域
で
活
躍
で
き
る

女
性
を
育
成
す
る
た
め
に
、
村
の
事
業
等

に
つ
い
て
研
修
を
行
う「
ハ
ー
モ
ニ
ー
東

海
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
村
の
事
業
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
を
見
学
し
た
り
し
な

が
ら
、
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
５
月
～
平
成
27
年
３
月（
８
月
を

除
く
全
10
回
）

研
修
日
時
▼
原
則
、
第
３
火
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
▼
村
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女
性

募
集
人
員
▼
15
人

内
容
▼
研
修
生
と
協
議
し

な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

※
昨
年
度
は
村
長
と
の

懇
談
、東
海
村
の
教
育
、

裁
判
の
傍
聴
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。

・

４
月
25
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜

日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
、
村
民
相
談
室（
内
線

１
２
７
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

学
び
た
い
女
性
を
応
援
し
ま
す

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
」第
15
期
生
募
集

で
き
る
▽
総
合
計
画
の
推
進
等
に
意
欲

が
あ
る
―
―
を
満
た
す
方（
２
人
程
度
）

任
期
▼
委
嘱
の
日（
５
月
～
６
月
を
予
定
）

か
ら
２
年
間

報
酬
▼
７
０
０
０
円
／
日

そ
の
他
▼
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
委
員

会･

策
定
部
会
委
員
の
募
集
は
、
５
月

ご
ろ
行
う
予
定
で
す
。

・

企
画
経
営
課（
役
場
行
政
棟
３
階
）

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の

用
紙
に
①
住
所
②
氏
名
③
性
別
④
生
年

月
日
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
⑦
略
歴（
職

歴
等
）⑧
応
募
の
動
機（
４
０
０
字
程

度
）―
―
を
記
入
の
上
、４
月
25
日（
金
）

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送（
消
印
有

効
）で
、
企
画
経
営
課
企
画
政
策
担
当

（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７

‐
１ 

内
線
１
３
３
３
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
詳
細
は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ちびっこ
美術館

ローラー滑り台

遠足で行った十王パノラマ公園で、お
友達と一緒にローラー滑り台に乗ってい
るところを描いてくれたのは彩葉ちゃん

（５歳）。「上から２番目が私！」と教えてく
れた彩葉ちゃんは、大好きなお姉ちゃん
と遊ぶときが、すごく楽しいそうです。

みぎわ保育園

網
あ じ ろ

代彩
い ろ は

葉ちゃん

夢は…。“宇宙飛行士”

白方小学校５年●小
お の せ

野瀬琳
り ん と

人

　僕の将来の夢は、宇宙飛行士になることです。
　僕は小さいころから、宇宙人やＵＦＯ（未確認飛行物
体）などの不思議なものが大好きでした。
　伝説や言い伝えなどが面白くて、たくさんの本を読み
ました。そして、謎を解きたい、いろいろなものを見て
みたいと思うようになりました。
　僕が宇宙飛行士になりたいと思う理由は、僕が不思議
に思うことの大半が宇宙人やＵＦＯに関することなの
で、宇宙に行けば、その不思議なことが分かると思った
からです。
　今は宇宙旅行に行くのは難しいですが、僕が大人に
なったときは、もっと簡単に宇宙旅行ができるようにな
るかもしれません。だから、宇宙飛行士になって、簡単
にみんなが宇宙旅行ができるように、手助けができたら
うれしいです。
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わ
が
家
の
子
育
て
ノ
ー
ト

　

わ
が
家
は
長
女
の
優ゆ

う

ね羽（
２
歳
）、
長

男
の
武た

け

る尊（
１
歳
）、
私
た
ち
夫
婦
の
４
人

家
族
で
す
が
、
同
じ
敷
地
に
私
の
両
親

も
住
ん
で
い
る
の
で
６
人
家
族
の
よ
う
な

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
一
人
っ
子
で
、

両
親
が
共
働
き
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
は

た
く
さ
ん
欲
し
い
し
、
大
き
く
な
る
ま
で

一
緒
に
い
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
、
優
羽
が
生
ま
れ
て

初
め
て
の
子
育
て
を
開
始
。
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
、
両
親
に
相
談
し
な

が
ら
必
死
に
子
育
て
を
し
て
き
ま
し
た
。

優
羽
は
、
た
く
さ
ん
ミ
ル
ク
と
母
乳
を

飲
み
、
昼
寝
は
短
く
、
そ
の
分
夜
は
朝

ま
で
ぐ
っ
す
り
寝
て
く
れ
る
手
の
掛
か
ら

な
い
子
で
し
た
。
子
育
て
に
も
慣
れ
た
こ

ろ
、「
長
堀
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
」の
こ
と
を

知
り
、
勇
気
を
出
し
て
行
っ
て
み
る
こ
と

に
…
最
初
は
な
か
な
か
な
じ
め
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
先
生
方
の
協
力
も
あ
り
、
次

第
に
毎
日
楽
し
く
通
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
優
羽
は
私
の
祖
父
と

畑
仕
事
を
す
る
の
も
大
好
き
。
季
節
ご

と
に
種
を
ま
い
た
り
、
野
菜
を
収
穫
し
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
家
族

み
ん
な
の
愛
情
や
お
友
達
の
刺
激
を
い
っ

ぱ
い
受
け
て
成
長
し
た
優
羽
に
弟
が
…

　

平
成
25
年
３
月
、
武
尊
が
生
ま
れ
て

生
活
が
一
変
。
出
産
の
た
め
、
優
羽

は
一
時
的
に
保
育

園
に
行
き
、
初
め

て
私
と
離
れ
た

生
活
を
す
る
こ

と
に
…
そ
れ
か
ら
優
羽
に

は
、
た
く
さ
ん
我
慢
を
さ
せ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
武
尊
は
甘
え
ん
坊
で
、
ア

ピ
ー
ル
も
激
し
く
、
夜
泣
き
も
す
る
の

で
手
が
掛
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
武
尊
に

目
が
い
っ
て
し
ま
い
、
ふ
と
気
付
く
と

ス
ト
レ
ス
で「
う
る
さ
ー
い
！
」「
早
く

し
て
！
」な
ど
と
怒
っ
て
い
る
こ
と
も

…
優
羽
に
多
く
の
こ
と
を
求
め
て
し

ま
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
か
さ
れ
、
冷

静
に
な
る
と
な
ん
て
ダ
メ
な
母
親
な
ん

だ
と
反
省
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、

優
羽
は
武
尊
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
ま

す
。
優
羽
が
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
で
、
年

上
の
子
の
遊
び
方
を
見
て
学
ん
だ
り
、

年
下
の
子
と
ふ
れ
あ
っ
て
優
し
さ
を
身

に
付
け
た
よ
う
に
、
武
尊
に
も
刺
激
を

受
け
て
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
続
く
子
育
て
―
―
も
っ

と
心
に
余
裕
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
に

た
く
さ
ん
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
毎
日
夜
遅
く

ま
で
働
い
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
パ
パ

と
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
仲
良
く
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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